ジュギョウ カイゼン ノタメノ アンケート ノ キョウイン ニヨル カツヨウ ニカンスル イシキ チョウサ by サイトウ, タカヒロ et al.
Osaka University
Title「授業改善のためのアンケート」の教員による活用に関する調査研究












A Survey ofTeachers' Use of “Questionnaires for Class Improvement" 
Takahiro SAITO, Yukimasa HAYATA, Masaki NAK品1URA， Taro MOCHIZUKI, Hideya MATSUKAWA 
Amidst the recent increasing emphasis on university evaluation and educational quality assurance, 
more and more un?ersities have introduced a class evaluation system based on students' feedback 
This system ﾎs growing in importance as a measure to not only boost teachers' efforts to ﾌmprove 
education, but also to assess students' academic achievement. The Institute fo1' Higher Education 
Research and Practice launched the “Questionnaires fo1' Class Improvement" in academic year 2002 
but has not closely examined whether the questionnaires are working effectively. By surveying 
teachers who use the evaluation system, this study intends to consider substantial measures for・
improving Osaka University's general education curriculums with a focus on how to manage the 














































(方法 1) 電子メールに記載されたwebサイトに 7
クセスして問答する。






































































f授業改替のためのアンケート J の教員による活用に関する調査研究 31 
d 判断できない
c 理系文系にとらわ













































ているj に対しては、 97.1 %もの高い数値を示した。関
連して、この質問のほぼ反対の内容で質問した、授業を
「そもそも改善する必要がないと思う」かとの伺いにつ
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かりやすさ J であった。 87.2%が肯定的に答えており、
かなり高い数値を示している。その次が「情報提示のわ
かりやすさ(黒板、スライド等)J であり、 78.9% であ
る。そして「理解皮を深めるための配慮J (74.5 %)、「授
業の難易度J (73.6 %)、「学生とのコミュニケーション
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図 11 授業アンケート結果を参考にした授業改善
f授業改善のためのアンケート J の教員による活用に関する調査研究 35 
たj が26 (25.2 9b)、「シラハスに示した体系的な授業計
画に準拠して、実際にこれを展開したj が25 (24.3 %)、
íIT機器を胤いて授業を行う等の授業上の工夫を行っ
たj が24 (23.3 %)、「板書を丁寧に行うようになったj
が22 (21.4 %)、「到達目標の達成度や学生の理解皮を確
認するため、鎖終に小テストを行うこととしたJ が 14
(13.6 %)、「その他J が8 (7.8 %)であった。また、「特
















の回答は、「とてもそう思う J が3 (2.9%) 、「まままあ
そう思う j が67 (63.8%) と、全体の 66.7%が肯定的回
























学生の出席率がさほど低下しなかったj が27 (26.2 %) 
であり、これに、「学生とのコミュニケーションがスム}
ズに展開するようになった」の 21 (20.4 %)、「私話や居
眠りをする学生が減ったj と「質問に来る学生の数が増





と答えた者は 14名 (13.6 %)に留まり、授業アンケー





















































































































































































































































































前期にセミナ を担当の為、現在はKOANの ID 権限が切れており、残念ながら学生の授業アンケート結果を


































































































































アンケ}トへの回答は、平成 21 年 12 月 21 日(月)までに、以下の方法のいずれかでご提出ください。
(方法 1)・以下のアドレスにアクセスし、 web 上でご回答ください。
h.tp://ena .ceo.osaka .u.ac. io/teacherena/ 
(方法 2): 本フアイ/ルレに回答を入カし、 r陀epがly戸r氾enq@ce句p.O凶sa北ka白-勺白
(方法 3)診)ド本本フアイルを印昂脱tし、ご回答の上、大学教育実践セン夕-.事脊寄藤宛に学内便でお送りください。
なお、この件に関しましてご不明の点等ございましたら、大学教育実践センター・教育実践研究部・高等教






口 a) 基礎教養科目 口 b) 現代教養科目
口 c) 国際教養科目 1 口 d) 畠際教養科目 2
ロ e) 先端教養科目 口。 外国語教育/日本語教育科目
ロ g) 情報処理教育科目 ロ h) 慕礎セミナー











口 a) 主に講義 口 b) 主に演習 口 c) 主に実験
口 d) オムニバス形式の講義の一部を担当






まったく あまり まあまあ とても
あ刀友主 あて1友主 あ甘友主るあ刀友主る
ら弘、 ら仏、
1) 学生による授業評価の結果に興味がある 1一一 2一一3-4
2) 授業改善寺は学生の意見を基にして行われるべきではない 1一一 2一一一 3 一一一 4
3) 授業評価だけではなく学生の意見を常に取り入れている 1 一一 2一一 3一一4
4) 授業の改善は教員自らが自らの教育綴で行うべきである 1 一一 2一一3-4
5) 自分の授業はそもそも改善する必要が如、と思う .__ 1 一一 2一一3-4
6) 自分の授業に関しては日頃から授業改善の努力をしている… 1 一一 2一一3-4
質問 3 大学教育実践センターの実施した、学生による「授業改善のためのアンケー卜 j
(以下「授業アンケート|と表記)の結果の提示についてお聞きします。
1) ご自身の担当された授業の「授業アンケー卜 j の結果を、 KOAN 上で見ることがで含ることを
口 a) 知っていた
ロ b) 知らなかった 3ωと答えた方は(引の質問にお進みください
2) r授業アンケート j の結果を KOAN で見る主迭は
ロ a) 簡単である 口 b) やや難しい 口 c) 難しい ロ d) とても難しい
3) r授業アンケート j の結果を KOAN で見る歪盟は
口 a) 扇但iとは感じない 口 b) やや面倒である巴 c) 面倒である 口 d) とても面倒である






} {心と答えた方は質問 10 (4 ページ)にお進みください
45 
46 
質問 4. <上記「質問 3-(4) J で、 (a) (b) (c) のいずれかを答えた方にお尋ねします。>
大学教育実践センターが行う「授業アンケート J について、どのようにお考えですか。




2) 授業アンケートで挙げられてしも項目の数最は適切である…一一一 1-2一一 3一一4
3) 授業アンケートの結果が授業の改善に役立っている----------------- 1 一一2一一 3一一4
4) 授業アンケートの結果はデータとして信頼できる一一一一一一一一一一 1一一 2一一3一一4
5) 授業アンケートの結果は学生の意見を十分に集約している一一 1 一一2一一3一一4
6) 授業アンケートの結果は自分の教育能力を高めている一一一一 1一一 2一一3一一4
7) 授業アンケートの結果を授業に活かす方法がわからない一一 1-2一一3一一4
質問 5 以下に挙げる「授業アンケート j の各項目は、ご自身の授業改善にどの程度
参考となりましたか。
まったく あまり まあまあ とても
参朝こ 参朝こ 参考に 参朝こ
ならJ品、 ならJ品、 なる なる
1) 授業の難易度一一一一一一一一一一一一一一一一 1-2-3-4 
2) 授業内容の分量一一一一一一一一一一一一一一一…- 1-2-3-4 
3) 理解度を深めるための配慮一一--------司一司-------司… 1-2-3-4 
4) 授業の体系性と適切な自寺院配分一--------------------- 1 - 2 - 3 - 4 
5) 教員の話し方、説明の仕方のわかりやすさー一一一 1-2-3-4 
6) 情報提示のわかりやすさ(黒板、スライド等)一一 1-2-3-4 
7) 学生とのコミュニケーションへの熱心さ一---------- 1 - 2 一一 3 一一 4
8) 学生による授業への待問通りに出席した割合一一一 1 一一 2 一一 3 一一 4
9) 学生による授業の予習・復習にあてた平均時間一 1 一一 2 - 3 一一 4
10) 全体としての授業内容の理解度 1 一一 2 一一 3 一一一 4
11) 総合的な授業への満足度 ー ー一一一 1 一一 2 一一 3 一一一 4












「授業改善のためのアンケ- J- J の教員による活用に閲する調査研究
























質問 10. r授業アンケート j に関して、良い点、悪い点、あるいは授業改善に資するために
改善すべき点など、ご意見がございましたらご自由にお書きください。
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
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